
聴覚障害学生への情報保障は、現在、大学内の学生を養成・派遣する方法が主流ですが、人材確保
のためには地域の聴覚障害者のために手話通訳や要約筆記の活動をしている通訳者（地域通訳者）
へ依頼することも一つの手段です。しかしながら、聴覚障害学生の教育的ニーズや大学で求められ
る情報保障者としての対応が両者間で十分に対話・調整できていない現状も散見されています。
そこで、日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）では、大学での情報保障を
地域通訳者に依頼する際の方法や、知っておくべき情報をまとめたハンドブックを作成しました。
支援を担当される大学の教職員の方はぜひお役立てください。
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平成 25・26 年度モデル事例構築事業

「大学教職員のための地域通訳依頼ハンドブック－よりよい連携を目指して－」編集グループ

●はじめに
●本冊子の構成について
１. 地域通訳者って？
　１）自大学の学内支援体制の状況を踏まえて依頼を検討する
　２）地域通訳者の養成や派遣を把握しておく
２. 地域通訳をどのように活用していくか？
　１）依頼の流れ、特徴を知る
　２）依頼先担当者と協働して支援する
　３）よりよい通訳のために地域通訳者との情報共有を密にする
　４）利用学生とともに支援を作りあげる
●巻末参考資料
●日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan） 
　モデル事例構築事業について

日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）事務局
国立大学法人　筑波技術大学　障害者高等教育研究支援センター
TEL/FAX:　029-858-9438　　　E-mail:　pepj-info@pepnet-j.org

日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）のウェブサイト
（http://www.pepnet-j.org）にアクセスいただき、ダウンロードのうえ、印刷してご利用ください。
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大学教職員のための地域通訳依頼ハンドブック
ーよりよい連携を目指してー

モデル事例構築事業は筑波技術大学「聴覚障害学生支援・大学間
コラボレーションスキーム構築事業」の活動の一部です。


